
広報おおいそ　平成22年10月13

図書館・郷土資料館図書館・郷土資料館図書館・郷土資料館
図書館の休館日
10月／4・7・12・18・25日

10月／1・4・12・18・25日
郷土資料館の休館日

◎問い合わせ　都市計画課　☎内線243

８月 10日現在、総額 45,027,638 円の寄附をいただきました。ご協力ありがとうございました。
（寄附受付順、敬称略）

氏名（名称） 寄附金額住所（所在地）

大磯漁港朝市ボランティア
大磯歴史勉強会
植田　光子
匿名
匿名
古谷　義幸
匿名
佐藤　文子

小澤　三雄
千葉　清司
阿部　和男
匿名
増田　友行
匿名

南足柄市観光ボランティアガイ
ドの会　楽・歩・里　金太郎

大磯町
大磯町
長崎県長崎市
※※※※※※
横浜市
秦野市
横浜市
小田原市

¥6,661
¥10,300
¥10,000 
¥10,000 
¥15,000 
¥10,000 
¥15,000
※※※※※

氏名（名称） 寄附金額住所（所在地）

平塚市
茅ヶ崎市
平塚市
長崎県長崎市
大磯町
川崎市

南足柄市

¥10,000 
¥10,000 
※※※※※
※※※※※
※※※※※
¥10,000 

¥13,000 

「
外
交
的
感
覚
の
な
い
国
民
は
必
ず
凋
落
す
る
」

旧吉田茂邸再建基金寄附者一覧⑬ (13件:７月14日～８月10日)

旧
吉
田
茂
邸
再
建
に
向
け
て

連
載
シ
リ
ー
ズ

大
磯
の
賢
人

　吉
田

　茂

13

　
３
年
間
の
待
命
期
間
中
、
吉
田
は
２
度

海
外
に
派
遣
さ
れ
て
い
ま
す
。
第
一
回
目

は
昭
和
７
年
か
ら
８
年
に
か
け
て
実
状
視

察
の
た
め
に
中
国
及
び
満
州
へ
、
第
二
回

目
は
広
田
弘
毅
外
相
の
命
に
よ
り
昭
和
９

年
か
ら
10
年
に
か
け
て
、
外
交
巡
閲
使
と

し
て
在
外
公
館
巡
視
の
た
め
欧
米
各
国
を

訪
れ
ま
し
た
。

　
欧
米
巡
視
中
、
吉
田
の
印
象
に
残
っ
た

の
が
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
会
っ
た
エ
ド
ワ
ー

ド
・
マ
ン
デ
ル
・
ハ
ウ
ス
大
佐
で
す
。
ハ

ウ
ス
大
佐
は
、
第
一
次
世
界
大
戦
前
後
、

米
大
統
領
ト
マ
ス
・
ウ
ィ
ッ
ド
ロ
ウ
・
ウ
ィ

ル
ソ
ン
大
統
領
の
顧
問
、
い
わ
ば
外
交
ブ

レ
ー
ン
と
し
て
活
躍
し
た
人
物
で
す
。
ハ

ウ
ス
大
佐
は
、
吉
田
に
会
う
な
り
、「
デ
ィ

プ
ロ
マ
チ
ッ
ク
・
セ
ン
ス
の
な
い
国
民
は
、

必
ず
凋
落
す
る
」（『
回
想
十
年
』
第
一
巻
）

と
語
り
出
し
ま
し
た
。「
デ
ィ
プ
ロ
マ
チ
ッ

ク
・
セ
ン
ス
」
と
は
、「
外
交
的
感
覚
」
も

し
く
は「
国
際
的
な
勘
」（
同
）の
こ
と
で
す
。

　
ハ
ウ
ス
大
佐
は
第
一
次
世
界
大
戦
直
前

に
ド
イ
ツ
の
皇
帝
を
訪
問
し
、「
今
後
ド
イ

ツ
が
無
謀
な
戦
争
に
入
る
よ
う
な
こ
と
が

な
け
れ
ば
、
世
界
第
一
流
の
強
国
と
し
て

存
在
し
、
繁
栄
を
つ
づ
け
得
る
で
あ
ろ
う

が
、（
中
略
）
戦
争
を
始
め
る
よ
う
な
こ
と

に
な
れ
ば
、（
中
略
）
世
界
戦
争
に
ま
で
発

展
（
中
略
）、
こ
れ
ま
で
築

き
上
げ
た
ド
イ
ツ
興
国
の

大
業
を
覆
す
こ
と
に
な
ら

ぬ
と
も
限
ら
な
い
」（
同
）

と
開
戦
の
非
を
説
き
ま
し

た
が
、
そ
の
後
ド
イ
ツ
は

戦
争
に
突
入
し
ま
す
。

　
当
時
の
日
本
は
、
経
済
・

軍
備
と
も
に
英
国
を
凌
駕

す
る
勢
い
だ
っ
た
第
一
次

世
界
大
戦
直
前
の
ド
イ
ツ

に
匹
敵
す
る
状
況
で
し
た
。

し
か
し
、
敗
戦
後
の
ド
イ
ツ
は
、
高
額
な

賠
償
金
の
支
払
い
や
領
地
の
割
譲
を
命
じ

ら
れ
、
経
済
破
綻
の
道
を
余
儀
な
く
さ
れ
、

大
佐
の
予
言
通
り
と
な
り
ま
し
た
。

　
大
佐
は
さ
ら
に
「
日
本
が
徒
ら
に
戦
争

に
突
入
す
る
よ
う
な
こ
と
に
で
も
な
れ
ば
、

近
代
日
本
の
輝
か
し
い
興
隆
発
展
は
、
一

朝
に
し
て
覆
さ
れ
て
し
ま
う
で
あ
ろ
う
し
、

も
し
ま
た
反
対
に
（
中
略
）
平
和
を
維
持
し
、

冷
静
に
国
運
の
隆
盛
に
専
念
す
る
な
ら
ば
、

日
本
の
前
途
は
洋
々
た
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

殷
鑑
遠
か
ら
ず
、
ド
イ
ツ
帝
国
に
あ
り
」

（
同
）
と
、
日
本
に
ド
イ
ツ
の
轍
を
踏
む
こ

と
の
な
い
よ
う
忠
言
し
ま
し
た
。
ハ
ウ
ス

大
佐
の
こ
の
言
葉
こ
そ
、
巡
視
旅
行
の
最

大
の
収
穫
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
、
吉
田
は

※　上記のほか、３名の方から25,000円のご寄附をいただいております。

感
銘
を
受
け
、
こ
の
言
葉
を
生
涯
教
訓
と

し
ま
し
た
。

　
ソ
連
か
ら
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
そ
し
て
ア
メ
リ

カ
へ
と
渡
っ
た
吉
田
一
行
が
帰
国
し
た
の
は

昭
和
10
年
２
月
。
そ
し
て
同
年
11
月
、
吉
田

は
外
務
省
を
退
官
、
浪
人
と
な
り
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ

　
郷
土
資
料
館
　
学
芸
員

　
曽
根
田
　
☎（
61
）
４
７
０
０

▲

（
61
）４
７
０
０

◎
郷
土
資
料
館
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
・

　申
込
み

郷
土
資
料
館
情
報

秋
季
企
画
展

「
受
け
継
が
れ
る
祈
り
の
か
た
ち

　
　
　

―

六
所
神
社
神
像
特
別
公
開―

」

　
平
成
21
年
に
神
奈
川
県
重
要
文
化
財
指

定
を
受
け
た
六
所
神
社
所
蔵
の
２
体
の
神

像
や
神
像
が
受
け
継
が
れ
た
六
所
神
社
の

社
宝
、
相
模
国
府
祭
に
参
加
す
る
神
社
の

資
料
や
関
連
文
書
な
ど
を
展
示
し
ま
す
。

　
六
所
神
社
神
像
は
平
安
時
代
後
期
（
10

世
紀
〜
11
世
紀
ご
ろ
）
に
造
像
さ
れ
た
県

内
で
は
他
に
見
ら
れ
な
い
作
品
で
す
。
通

常
非
公
開
の
作
品
を
ど
う
ぞ
こ
の
機
会
に

ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
と

　き
　
10
月
17
日
（
日
）
〜

　
　
　
　
　
12
月
５
日
（
日
）
ま
で

　
　
　
　
　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

▼
会

　場
　
企
画
展
示
室

▼
入
場
料
　
無
料

（
61
）３
０
０
２

図
書
館
情
報

◎
図
書
館
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
・

　申
込
み

　
図
書
館
で
は
、
来
館
が
困
難
な
方
の
た
め

に
、
希
望
す
る
図
書
な
ど
を
自
宅
ま
で
届
け

る
「
宅
配
サ
ー
ビ
ス
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

●
利
用
で
き
る
方

　
町
内
在
住
で
、

①
お
お
む
ね
65
歳
以
上
の
ひ
と
り
暮
ら
し
で

　
来
館
困
難
な
方

②
身
体
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
の
方
で
１
級

　
及
び
２
級
以
上
の
一
部
の
方

●
利
用
を
は
じ
め
る
に
は

　
電
話
ま
た
は
代
理
の
方
が
来
館
し
て
お
申

込
み
く
だ
さ
い
。
後
日
、
職
員
が
お
宅
に
伺

い
ま
す
。
結
果
は
「
決
定
通
知
書
」
に
て
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

●
借
り
ら
れ
る
数
、
期
限

　
図
書
・
雑
誌
が
10

点
ま
で
、Ｃ
Ｄ・
カ
セ
ッ

ト
テ
ー
プ
が
５
点
ま

で
、
貸
出
期
限
は
４

週
間
で
す
。

●
借
り
る
と
き
は

　
希
望
す
る
資
料
を
、
自
宅
に
お
届
け
し
ま

す
。

●
返
す
と
き
は

　
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。
自
宅
ま
で
引
き
取

り
に
伺
い
ま
す
。

▲木造武装神形立像

▲国府祭での鷺の舞

「
相
模
国
府
祭
鷺
の
舞
」
鑑
賞
会

　
毎
年
、
相
模
国
府
祭
や
櫛
魂
祭
で
行
わ

れ
る
鷺
の
舞
の
鑑
賞
会
を
行
い
ま
す
。

▼
と

　き

　10
月
17
日（
日
）、
11
月
14
日

　
　
　
　
　 （
日
）　
午
後
２
時
か
ら

▼
会

　場

　郷
土
資
料
館
　
研
修
室

▼
観
覧
料

　無
料

▼
申
込
み

　不
要

○「
身
代
り
地
蔵
尊
拝
観
ツ
ア
ー
」

　
中
丸
西
長
院
の
地
蔵
は
「
中
丸
の
身
代
り

地
蔵
さ
ん
」
と
呼
ば
れ
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

地
蔵
尊
の
縁
日
で
あ
る
24
日
に
資
料
館
と
西

長
院
の
見
学
ツ
ア
ー
を
行
い
ま
す
。
な
お
、
今

回
の
ツ
ア
ー
で
は
六
所
神
社
神
像
の
解
説
と

と
も
に
、
現
在
郷
土
資
料
館
に
収
蔵
さ
れ
て
い

る
高
来
神
社
神
像
を
特
別
公
開
し
ま
す
。

▼
と

　き
　
10
月
24
日
（
日
）
午
前
10
時
〜

　
　
　
　
　  

と
午
後
２
時
〜
の
２
回

▼
場

　所
　
郷
土
資
料
館
〜
西
長
院

▼
参
加
料
　
無
料

▼
定

　員
　
各
回
と
も
20
人

▼
申
込
み
　
不
要

　※

当
日
郷
土
資
料
館
に
お
集
り
く
だ
さ
い
。

企
画
展
関
連
行
事
の
お
知
ら
せ

企
画
展
関
連
行
事
の
お
知
ら
せ

図
書
館
の

「
本
の
宅
配
」
ご
存
知
で
す
か

図
書
館
の

「
本
の
宅
配
」
ご
存
知
で
す
か

企 
画 

展 

の 

ご 

案 

内

企 
画 

展 

の 

ご 

案 

内

　
Ｏ
Ｉ
Ｓ
Ｏ
学
び
塾
は
、
町
の
歴
史
が
手
軽

に
学
べ
る
講
座
で
す
。

　
第
２
回
目
は
、
話
題
の
〝
激
動
の
幕
末
時

代
〞
を
取
り
あ
げ
、
大
磯
の
幕
末
に
つ
い
て

学
び
ま
す
。
第
１
回
に
引
き
続
き
、
多
く
の

皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

◎
第
２
回
「
幕
末
の
大
磯
」
　

▼
と

　き
　
10
月
30
日（
土
）

　
　
　
　
　
午
後
２
時
〜
４
時

▼
と
こ
ろ
　
図
書
館
本
館
大
会
議
室

▼
講

　師
　
馬
場
　
弘
臣
氏

　
　
　
　
　（
東
海
大
学
准
教
授
）

▼
定

　員
　
60
人
　
申
込
制（
先
着
順
）

▼
参
加
費
　
無
料

▼
申
込
み
　
10
月
５
日（
火
）午
前
10
時
か
ら
、

本
館
・
分
館
で
、
来
館
ま
た
は
電
話
に
て
受

付
。

※

第
３
回
は
、「
鴫
立
庵
」
を
予
定
し
て
い

ま
す
。 町

の
歴
史
講
座
　
受
講
者
募
集

町
の
歴
史
講
座
　
受
講
者
募
集

Ｏ
Ｉ
Ｓ
Ｏ
学
び
塾

Ｏ
Ｉ
Ｓ
Ｏ
学
び
塾

旧
吉
田
茂
邸
再
建
基
金
協
力
事
業

旧
吉
田
茂
邸
再
建
基
金
協
力
事
業

左
か
ら
ハ
ウ
ス
大
佐
、
ウ
ィ
ル
ソ
ン
大
統
領

（
１
９
１
５
）

（
写
真
／H

ouse,Edw
ard M

,Pps 
M
anu scripts&Archives,Yale U

niversity)

▲

慶
応
元
年
長
州
征
伐
御
進
発
錦
絵

｢

大
磯｣

（
月
岡
芳
年
作
）

い
た
ず

い
ん
か
ん

て
つ




